
 

令和元年 10 月 23 日 
 

令和元年度農村生態工学研究部会 現地研修 

開 催 案 内 

農村生態工学研究部会では毎年、農村生態系の保全に関する取り組み事例の現地研修を行っていま

す。本年度の現地研修は、中国四国農政局南周防農地整備事業所のご協力を得て、山口県田布施町、

柳井市の環境配慮施設の見学を行います。 

 

研修内容 

現地研修会では、国営緊急農地再編整備事業で行った環境配慮施設の維持管理やモニタリング調

査などの課題について、事業所の方から説明を伺う予定です。2日目には、ビオトープ施設の見学を

行い、設計の考え方や維持管理方法、モニタリング手法について議論する予定です。 

主  催 公益社団法人 農業農村工学会 農村生態工学研究部会 

開催日時 令和元年１１月２９日（金）～３０日(土)  

１１月２９日(金)１５:００（集合：JR徳山駅前） 

        １６:００ 事業所で意見交換 

        １７:３０ 柳井市に宿泊 

１１月３０日(土) ８:３０～１２:３０ ビオトープ施設見学 

１３:３０（解散：JR徳山駅前） 

開催場所 山口県柳井市、田布施町 

対 象 者 農業農村工学会会員、農業土木技術者、多面的機能支払交付金活動組織の構成員、自治

体職員、その他農村環境の保全に関心のある方 

参加費用 １０００円（現地交通費として。集合時に徴収いたします。＊学生は無料。） 

     ※集合場所までの交通費及び宿泊される方の宿泊費は各自お支払いください。宿泊場所

はこちらで斡旋いたします。お問い合わせください。 

参加申込 農村生態工学研究部会事務局まで、メールまたはＦＡＸにてお申込みください。 

お申込みの際は、お名前、ご所属、当日つながる電話番号をお知らせください。 

※申込み締め切り １１月８日（金） 定員（15名）になり次第、締め切ります。 

問合せ先 農村生態工学研究部会事務局   神宮字寛（宮城大学） 

電話 ０２２－２４５－１４５０ ＦＡＸ ０２２－２４５－１４５０ 

E-mail jinguji☆myu.ac.jp（☆を@に換えてください） 


